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活用目 的別類型 具　　 体　　 的　　 活　　 用　　 目　　 的
事　　 例　　 数
学校段階別
類 型 別小 中
品
的
普遍性解明型 日本神話の意味・意義の解明，理解 ４ ０ ４ ４
12特殊性解明型 日本神話の政治的意図・作為性 の解明，理解 ４ ２ ６ ６




歴 史 理 解 型
大和朝廷 による国内統一 の経過 の理解 ６ １ ７
14
18
大和朝廷 の国内統治 の理解 １ ０ １
地方 の文化圏 の成立 の理解 ０ １ １
む らか らくにへの発展 の経過 の理 解 １ ０ １
狩猟，漁労 の生活 の様子 の理解 １ １ ２
農耕 の生活 の様子 の理 解 ０ １ １
朝鮮進 出の経過 の理 解 ０ １ １
科 学的態度
育 成型
科学的批 判力 の育 成 ０ ３ ３ ４























ゐ燹 目　　 的　　 的　　 活　　 用 方　 法　 的　 活　 用普 遍 性 解 明 型 特 殊 性 解 明 型 折　　衷　　型 歴 史 理 解型 科 学 的 態 度 育 成 型
活　 用
目　 的
神 話 本 来 の 意
味･ 性 格 の 解 明 ，
理 解
日 本 神 話 の も
つ 政 治 性 や 作 為
性 な ど， 特 殊 な
性 格 の 解 明 ， 理
解
日 本 神 話 の 意
味 ・ 性 格 の 普 遍
性， 特 殊 性 両 面
か ら の解 明， 理
解
原 始 ・ 古 代 史
の 学 習 内 容 を 理
解 さ せ る た め の
手 段 と し て の 活
用
科 学 的 な 批 判
力 や 歴 史 の 学 び
方 な ど， 方 法 的
能 力 の 育 成 の た




・ 記 紀 の中 の 物
語 を 中 心 と し た
活 用
高 天 原 神 話 の
活 用 が 目 立 つ
特 定 の 物 語 内
容 を 取 り 上 げ る
場 合 の 他， 記 紀
全 般 と し て 取 り
上 げ る の が 特 色
記 紀 の 中 の 特
定 の物 語 の 活 用
特 に，F ‾神 武
天 皇 」 と 厂日 本
武 尊」 に 関 す る
物 語 が 典 型 的 な
教 材
「 神 武 天 皇 」
に 関 す る 物 語 へ
の 活 用 の 集 中
活　 用
方　 法
物 語 内 容 の 読
み 聞 か せ と 感 想
の 発 表 等 ， 国 語
的 な 活 用
奈 良 時 代 で の
活 用 が 特 色
記 紀 編 纂 の 意
図 に対 す る 思 考
・ 判 断を 重 視
物 語 内 容 の 理
解 と と も に， 記
紀 編 纂 の 意 図 に
対 す る 思 考 ・ 判
断 も 重 視
古 墳 時 代 で の
取 り 扱 い に集 中
物 語 内 容 の 理
解 を 中 心 と し た
歴 史 資 料 的 活 用
物 語 内 容 を 考
古 学 等 の 成 果 と
対 比 さ せ る こ と
に よ る 資 料 批 判
的 な 活 用
【表－３】神話を活用七た歴史授業実践の変遷
よ 辿 寤 活用目的別類型四 万 考古学的資料 の重視　　　　　　　　　　　 ←→　　　　　　　　　　　　　　 神話 の重 複
科学的態度育成型 特殊性解明型 折　衷　型 普遍 性解明型 歴史 理解型
神話導 入前 1950～1955 年 ２








現行 1990年代 １ １ １ ３



































































































































































から直接読 み取 るこ とは不可能 である。 そこで







































法がとられている。　これによって，「 く に」 と
匚くに」 との交渉や談合の様子を段 階的 にみさせ
ていこうとしているわけである。場面と場面をつ















読　　 み　　　 聞　　　 か　　　 せ　　　 の　　　 場　　 面 教　 師　 の　 発　 問
①　天照大神が，出雲 の国を平定するためにアメノホヒノ神を遣 わしたが， かえ って大国主神の家来 にな ってしまう。
②　次に，２番目 の使者として天若日子（あめのわかひこ）を遣 わしたが， 大国主神 の娘を妻にしてこれも帰 ってこ．
なか った。
③　 そこで，武勇 に優れた建御雷神（ たけみかづちのかみ）を遣 わし，大国主 神に国を譲るように迫らせた。
④　大国主神が即答を避け，子の八重 事代主命（やえことしろ ぬし のみこと） に相談 する旨伝えたところ，建御雷神
は八重事代主 命を呼 び付けて直接談判した。
⑤　八重事代主 命は，大国主神に出雲の国を天照大神の子孫 に献上 すべき旨を 伝え た。そこで，建御雷神 は大国主神
に他 にも意見のあ る子があるかと尋ねた。





























































学　習　 活　動　・　内　容 備　　 考（ 資　　 料 ・ 留　意　点）
○前時 に出さ れた疑問を調 べてい く。
○伊藤博文 の年譜を示 し，彼 の業績 を理 解する。
○大日本帝国憲法 の内容 につ いて調 べる。
○憲法作成過程 についてか んたんな説明 を聞く。
○憲法発布式典 の絵か ら， 憲法の性格を つかむ。
○資料 ６か ら，伊藤博文 の考えを読 み取 る。
・千円札 スライド（or現物）
・伊藤博文 の年譜 は読 み取 りやすいようにしておく。
・憲法 の条文 は，プ リント しておく。 むずかしい用語に は傍線を引いて
お き，語句を調 べさせながら， 理解をはかる。

















































































































































































































































小学校教科書～学校図書（1960 ・ 1968 ・ 1992
年版）






中教出版(1966 ・ 1972 ・ 1993年版），学校図書
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